
zケースカバーの取り外し
 ケースカバーを反時計方向に回
して取り外して下さい。カバー
部が固くて回らない場合、ゴム
手袋などすべりにくいもので回
してください。それでも回らな
い場合は、カバー上部のナット
部をスパナ等の工具で緩め、取
り外してください。

xカートリッジの取り出し
 

 ケースカバーから浄水カートリッジを
抜き出します。

cケースカバーへのカートリッジの取り付け

 新しいカートリッジをケースカバーに奥まで挿し込ん
でください。

vケースカバーの取り付け

 

ケースカバーを取り付ける際、上から真っすぐ押さえ
力を入れずにゆっくりとカバー部を回してください。
途中で止まってしまったらカバー部をゆるめ、ケース
カバーを完全に取り外してからもう一度取り付けてく
ださい。

b浄水カートリッジの空気出し
 操作部の「出・止」ボタンにて水を5分間以上出し、
浄水を放流してください。

 空気が残っていると、水の切れが悪くなります。
 放流を開始したら、ケースカバー接合部からの水漏れ
がないことを確認してください。

 

注　意

・新しい浄水カートリッジを取り付ける際は、清潔な
手で作業を行ってください。

・活性炭部を持つ際には折れ曲がり、変形に注意をし
てください。折れ曲がりや変形が生じると正しく取
り付けができない場合があります。

注　意

必ず操作部の「出・止」ボタンにて
水を止めて交換を行ってください。
水を出したまま交換をするとカート
リッジケースより水がふき出す場合
があります。

ヤマハ浄水器
注意表示について

この取扱説明書記載について

取り扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される内容を示します。

 記号は強制（必ず実行してほしい）したり指示する内容を告げるものです。
図の中や近くに具体的な行為が描かれています。

※いずれの場合も重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

必ずお守りください�

注　意

浄水カートリッジの交換方法

消灯�

カバー上部ナット�

注　意

カートリッジ交換作業時に、カートリッジが収納棚等
にあたり抜き出せない、または入れられない場合、中
空糸膜部と活性炭部に分けて作業をしてください。
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注　意

浄水カートリッジを本体に入れた際、水があふれるこ
とがありますので水栓のまわりにタオル等を敷いてく
ださい。

浄水カートリッジ取扱説明書
JC-B10

点灯�

注　意

もし水漏れがありましたら操作部で水を止め、カート
リッジの交換手順に沿ってもう一度交換作業をしてく
ださい。それでも水漏れが直らない場合は、販売店か
弊社お客様相談窓口へご連絡ください。

注　意

スパナを使用する際には、ナット部を傷つけないよう
にタオル等を巻き、ナット部を保護した上で作業して
ください。

・ ケースカバーを取り付ける際に工具は使用し
ないでください。
 工具で締め付けた場合、破損することがあり
ます。

・ 無理に回すとネジ部が破損することがありま
す。

工具禁止�

裏面をご覧ください
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【取り外し】
カチッ�

溝に�
合わせる�

【取り付け】
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 浄水機能を維持するために

カートリッジの交換時のリセット方法

1分
以上
�

●取り扱い上のご注意
・吐水口先端をいつも清潔に保つ為、手でさわったり口をつけるような事はしない
でください。
先端部が汚れると、水垢発生等の原因になる場合があります。

●長期間ご使用にならない場合のご注意
本器を2日間以上使用しない場合は、下記の項目を実施してから再使用してくだ
さい。   

XFH-5314N-01

※浄水カートリッジをご希望の場合や不具合・トラブル等が発生しましたら、もよりの購入店か上記のお問い合わせ先までご連絡ください。

z交換作業の完了とリセット
 5 分間以上放流を終わりましたら、操作部の「出・止」ボタンを3秒以上押し、交
換時期お知らせ機能のリセットを行ってください。

 
 リセットが完了した際には、「赤色ランプ」と「緑色ランプ」が交互に約3秒間点
滅します。

 「出・止」ボタンを押すと水が出ますが、リセット動作に入った際（3秒後）に水
は止まりますので、押した状態を保ってください。

 途中で指を離してしまうともう一度リセット動作のやり直しになります。

x古いカートリッジの処分方法
 使い終えた浄水カートリッジと保護キャップは不燃物ですので必ず生ゴミとは区別
して処分してください。

 ※浄水カートリッジは、プラスチック・ゴム・活性炭等の材料で出来ています。

交互に点滅�

 必ずお守りください

・吐水口は1ヶ月に1回程度熱湯消毒した歯ブラシ等で清掃し通水洗浄してくだ
さい。

・食器の残り物や洗剤等、誤まって吐水口先端に汚れが付いてしまった場合は、
最初に外側の汚れを取り除き、次に水を1分以上流して吐水口の内側を通水洗
浄し、最後の仕上げに吐水口全体を水道水で洗い流してからご使用ください。

注　意

リセットがされていない場合、正しい使用水量・期間が測定できない為、交換期間のお
知らせ機能が実際の使用水量・期間よりも短くなることがあります。
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q 再使用はじめに1 分以上放流して中を洗浄し、臭いや水垢の吐出がないこと
を確認してください。

    
w 臭いや水垢吐出等の異常を感じた場合は、保管中に中に溜まっていた水が悪く
なったおそれがありますので、浄水カートリッジを交換してください。

e 浄水カートリッジを交換しても臭いや水垢の吐出が止まらない場合は、お買求
めの販売店か、下記へご連絡ください。

〒432-8001 静岡県浜松市西区西山町1370番地�

 お問い合わせ先：ヤマハリビングテック株式会社
  〒432-8001 静岡県浜松市西区西山町1370番地
  フリーダイヤル  0120‐ 32‐ 0440
  　　　受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日等、弊社休業日を除く）
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